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梅雨明け間近の７月１８・１９日の集中豪雨で、甲信から中国地方にかけて床上浸水や土砂崩れな
どの災害に見舞われました。長野県内では１０名を超える死者・行方不明が出るなど大きな被害に見
舞われました。

昨年９月４日には東京で局地的な集中豪雨により杉並区や中野区の住宅が床上浸水など大きな被
害に遭ったことを思い出しました。

夏場は、局地的な大雨による被害が発生しやすい時期ですから、皆様におかれましてもご注意をお
願いいたします。

株式会社エフエム東京の番組制作部の大橋様とディレ
クターの横川様は、中高生向けの番組「SCHOOL OF 
LOCK!」の中でＭｅｓｓａｇｅ＋をお使いになっています。
今回はMessage+をお使いになる前の状況と、具体的な
ご利用方法についてお話しを伺いました。

大橋様：
『今まではリスナーからの声を集める為に、留守電の
テープに吹き込まれたものを聞くか、メールなどの書き
込みの内容を見て、こちらから連絡をしていました。』
『テープなどに吹き込まれたものはどこに何があるかす
ぐにはわからないので、はじめから聞いていかないと駄
目でした。』

Ｍｅｓｓａｇｅ＋をお使いになってからはいかがですか？

横川様：
『まぁ、単純に言えばPCで聞けるって言うのがいいです
ね。どこでもネット環境があればチェックできるのがすご
いですね。』
『いつもPCを使って仕事をしているので、気が付いた時
にチェックして、よかったらそのまま保存して使えるじゃ
ないですか。』

『メールをチェックするみたいに使えるのは、すっごくラク
ですね。 』
今回はMessageのボイスメール機能をうまく活用された
事例でした。お客様へのボイスアンケートなどみなさん
のアイデアでMessage+のいろいろな使い方を考えてみ
てはいかがでしょうか。
「SCHOOL OF LOCK!」 毎週月曜日～金曜日 22:00～
・学校の英雄（毎週金曜日 22：30～）

http://www.tfm.co.jp/lock/eiyu/index.html
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事業内容：ＦＭラジオの番組制作・放送事業
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ディレクターの横川様と番組制作部大橋様

～リスナーの声をダイレクトに感じる！～

株式会社エフエム東京さまのＭｅｓｓａｇｅ＋活用例


